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4.3 ステーションユニフォーム 

ステーションユニフォームは、事故活動等の危険からの防護を必要としない活動を実行す

る消防士のニーズを満たすよう設計されなければならない。本規格は消防士の手、足、及び

頭の防護は規定していない。 

 

ステーションユニフォームは、着用するすべての衣服及び PPE と相関性を持たせることが

不可欠である。着用中の着用者に障害を引き起こしてはならない。 

 

ステーションユニフォームは、その性能と快適性が、行われる活動の性質、代謝率、周囲温

度、及びそれらと組み合わせて着用される主要な防護服との適合性によって決定されるこ

とを理解して設計される必要がある。 

 

ステーションユニフォームは次のもので構成されている場合がある。 

 

－単体の防護服。例えば本規格のレベル 1 又はレベル 2 のいずれかに準拠するワンピース

カバーオール。 

－複数の防護服。例えば本規格のレベル 1 又はレベル 2 のいずれかに準拠するツーピース

の組み合わせ（シャツ／ズボン）。 

 

 

資料２ 



2/3 
 
 

 

 

消防本部は、着用中に行われる活動に基づいてステーションユニフォームとして着用する

衣服のタイプを決定する。この趣旨で本規格は 2つのレベルの要求事項を提案している。 

 

－レベル 1：レベル 1の衣服は、偶発的に熱や炎に晒されたときに溶融・滴下しない性能に

よって限定的な防護性を提供し、着用者の被害を最小限にする。 

－レベル 2：条項 6で示されている最小の熱と炎の要求事項を満たす。それは主要な防護の

一部として着用するよう設計できる。 

 

次のタイプの溶融する織物で作られた衣服は、単独もしくはブレンドであっても、溶融・滴

下リスクを排除する方法といった、遭遇する可能性のある状況に耐えるような処理が施さ

れていることを製造業者が証明できない限り、レベル 1 又はレベル 2 の衣服として使用す

ることはできない。例えばアセテート、ナイロン、ポリエステル。 

 

レベル 2の場合、例えば上下型の衣服（例、ステーションユニフォーム）が、ある主要な防

護服基準の最小防護レベルに合致させるために多層衣服として組み合わせられる場合、そ

れらは一緒にテストされ、その最小性能要件を満たさなければならない。 
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本規格は、消防本部が消防士に与えるステーションユニフォームの性能、デザイン、テスト

の要求事項を含む。衣服の製造に使用される材料の基本的な熱及び熱安定性の要求事項を

規定する。 

 

本規格はステーションユニフォーム及び／又は主要な消防防護服の下に着用される消防士

の私用下着には適用されない。また、これらの衣服の上に着用される可能性のある主要な消

防防護服には適用されない。また、ステーションユニフォームと異なる、フォーマルな制服

やパレードの制服については言及しない。 

 

本規格のいかなる内容も、製造者や消防本部が本規格の要求事項を超えることを制限する

ものではない。 


